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６月９日（火）と16日（火）の２

日間、小学部２年生が生活科の

授業で「まちたんけん」に出かけ

ました。 

この学習には、２つの大きなね

らいがあります。１つは、自分たち

の生活が地域のさまざまな施設

と関わっていることを知り、安全に

気をつけながら地域の人々と適

切に接する態度を養うこと。もう１つは、会話の授業で学んだ挨拶や質問の仕方を活かして、お店の方と上

手にコミュニケーションをとることです。 

今回は、自動車屋さんや駅構内のスーパー、ケーキ屋さん、お花屋さん、カフェ、お惣菜屋さん、薬局、美

容室、ピザ屋さんの計９か所を訪問しました。子どもたちは、普段の「会話」の授業で身につけた語学スキル

を最大限に発揮し、一生懸命にお店の方と言葉を交わしました。その頑張りは、

ぜひご家庭でも聞いてあげてください。 

最後になりますが、この学習にあた

り、多くの保護者の皆様に引率等のご

協力をいただきました。ご多用中のとこ

ろ、快く子どもたちを支えてくださり、心

より感謝申し上げます。本当にありがと

うございました。 

 
６月 16日（火）の昼休み、小学部の児童が体育館に集まり

「なかよし集会」を行いました。集会委員が計画・進行を担当

するこの集会、今回は「なかよし班」ごとに「伝言ゲーム」に挑

戦しました。 

今回のゲームには、集会委員による素敵な工夫がありまし

た。各班の伝言キーワードが「ジャガイモ」「にんじん」「牛肉」

といった、ある料理の具材

になっていたのです。正

解は「カレーライス」でしたが、途中で「チョコレート」という隠し味（？）

が加わったため、「あれ？」と首をかしげる児童の微笑ましい姿も見ら

れました。 

集会委員の活躍のおかげで、小学部のみんなで楽しい時間を共有

することができました。次の「なかよし集会」も今から楽しみですね。 

まちたんけん（小学部２年生） 

なかよし集会（小学部） 



 

 

 
６月 17日（水）と 18日（木）の２日間、中学部は定期考査に挑みました。 

教室を覗くと、最高学年・３年生の取組には「さすが受験生」と思わせる気迫と真剣さがありました。もち

ろん、１・２年生もしっかりと机に向かっていました。失敗から学ぶことも多いですが、このように限界まで努

力する経験こそが、子どもたちを大きく成長させてくれます。   ※下の写真は左から、１年、２年、３年です。 

生徒たちが努力を重ねる中、実は先生たちも６月 15 日（月）の放課後に「研修」という学びの機会をも

ちました。テーマは「電子黒板の効果的な利用方法」です。地域の授業エキスパートの先生を講師としてお

迎えし、充実した１時間を過ごしました。電子黒板は、授業の可能性を

広げる素晴らしい道具です。しかし、それを活かせるかどうかは、私たち

教師の腕にかかっています。今回の研修を糧に、毎日の授業の質をさ

らに高め、子どもたちの笑顔と「分

かった！」という歓声に変えていき

たいと思います。 

テスト勉強も、先生たちの研修

も、根っこにあるのは「できるようになる喜び」です。これからも学校全

体で、一歩先を目指す学びを続けていきたいと思います。 

 

 

６月 16日（火）の昼休み、図工室では「よさこい実行委

員会」の打ち合わせが行われていました。 

今回の主な議

題は「フォーメーシ

ョン（隊形）」につ

いてです。担当の先生から全体の流れが説明される中で、実は実

行委員のメンバーこそが「フォーメーションチェンジの要」であるこ

とが伝えられました。先頭や最後尾など、全体のメリハリを決める

最も重要な位置を、実行委員が正確に把握してリードすることで、

初めて美しい隊形移動が完成します。担当の先生からは「50人以

上の動きを、先生だけで把握することはできません」という言葉も

あり、委員一人一人が自覚をもって周囲を引っ張っていく重要性が

確認されました。 

実行委員の皆さんには、ぜひ「ここは自分に任せて」という強い

誇りと責任感をもって、意気に感じて頑張ってほしいと思います。本

番まであと２週間ほど、これから毎日、全体の質をさらに高めてい

きましょう。 

 
【謝辞】先日実施しました進路説明会へ多くの保護者の皆様にご来校いただき、深く御礼申し上げます。 

生徒も先生も勉強（定期考査+教員研修） 


